















































































































































































































































































著者は本書に続く“ Labor and Imperial
Democracy in Prewar Japan”の中でも一貫して
京浜工業地帯という視点を貫いている。実に意
外なことだが，京浜工業地帯の事業所を取り上
げる研究は数多くあるが，地域そのものに重点
を置く研究は管見の限りほとんどない。だが，
たとえば1910年代に最初に労働運動が興隆し
たときには川崎地方では工場懇談会などを通じ
て業種を超えた事業所長や労務管理者などによ
る情報共有がなされていたことなどに鑑みれ
ば，「地域」という視点の重要性は明らかであ
ろう。著者は重工業に限定したが，今後，他産
業の実証研究も「地域」で繋げられるかもしれ
ない。こうした拡張可能性は偶然の産物ではな
く，著者がその他の実証研究の成果を尊重し，
自分の研究をその中で相対化するという視点を
持ち続けた必然の結果である。ただし，訳書で
地図が省かれてしまったのは残念であった。
（アンドルー・ゴードン（二村一夫訳）『日本労
使関係史 1853-2010』岩波書店，2012年８
月，576＋xvii頁，定価8,000円＋税）
（かねこ・りょうじ　法政大学大原社会問題研究所
兼任研究員）
